
インフラメンテナンス国民会議 九州フォーラム
第４回 マッチングイベント

CAMシールNEOプラス
（浸透防水型薄層表面処理工法）

コンクリート舗装が施された橋梁に



本日の発表内容

◆ 橋面舗装の実態

◆ CAMシールNEOプラスとは
概要、構成材料、施工フロー

◆ CAMシールNEOプラスの特徴
適用効果と工法性能

◆ CAMシールNEOプラスの適用事例
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社会資本の現状と将来予測 p.3

2023年3月 2030年3月 2040年3月

道路橋
［約73万橋（橋長2ｍ以上の橋）］（うち72％が市町村道）

約37％ 約54％ 約75％

トンネル
［約1万2千本］

約25％ 約35％ 約52％

河川管理施設（水門等）
［約2万8千施設］

約22％ 約42％ 約65％

水道管路
［約74万km］

約9％ 約21％ 約41％

下水道管きょ
［総延長：約49万ｋｍ］

約8％ 約16％ 約34％

港湾施設（水域施設、外郭施設、係留施設、臨港交通施設等）
［約6万2千施設］

約27％ 約44％ 約68％

建設後50年を経過する社会資本の割合

国土交通省：社会資本の老朽化対策情報ポータルサイト 社会資本の老朽化の現状と将来



橋面コンクリート舗装の
破損進行例

➢ 打設後の水和熱降下時に生じる収縮
ひび割れ（地覆、継目）

➢ 供用後の交通荷重の繰返し作用によ
るモルタル分の摩耗損失や骨材抜け、
ASRなどに起因する微細なひび割れ

コンクリート床版コンクリート床版 コンクリート床版

破損の進行
付着切れ、床版の土砂化、鉄筋のサビ

雨水の浸透

打設初期の乾燥収縮、供用中のひび割れ
モルタル分の摩耗損失（骨材露出）
骨材抜け

➢ ひび割れ部からの雨水の浸透

➢ 摩耗や骨材抜けにより生じた
不陸への滞水、水の浸透

➢ コンクリート床版と
 コンクリート舗装界面の
 はく離や水平ひび割れの発生

➢ さらなる雨水の侵入や交通荷
重の繰り返し載荷により
はく離の進行と床版の土砂化
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長期供用された橋面コンクリート舗装（40年供用）



■ 橋面アスファルト舗装に変更するケース

・施工機械による振動・騒音
・死荷重の増加
・作業員の熟練度の必要性（やけどのリスク）
・施工が大規模かつ高コスト（事後保全型）

コンクリート床版

既設橋面コンクリート舗装

コンクリート床版

アスファルト舗装

防水層

コンクリート床版

既設橋面コンクリート舗装

コンクリート床版

新規橋面コンクリート舗装

■ 橋面コンクリート舗装を新設するケース

橋面コンクリート舗装の修繕工法 p.5

国土交通省：持続可能なメンテナンスの実現
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CAMシールNEOプラスとは？

浸透防水型プライマー
都市高速道路等で適用されている
複合防水のプライマー

既設コンクリート舗装はそのままに、舗装厚や静止荷重を極端に
増加させることなく、コンクリート舗装の防水性能と路面機能を
向上させることができる補修（延命）技術です

浸透プライマー 薄層表面処理

薄層表面処理材料
不陸調整やすべり抵抗性の向上
下層保護（劣化・摩耗）等の路面機能改善

浸透防水型 薄層表面処理工法
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コンクリート床版

浸透プライマー

薄層表面処理



橋面コンクリート舗装の破損進行例と予防的維持

➢ 破損箇所に防水プライマーが浸透充填するため、効率的にコンクリート舗装寿命の延命化、床版保護が可能
➢ 薄層表面処理による舗装機能（走行性・歩行性の快適さ）の改善
➢ 切削を必要としないため、騒音・振動の発生しない維持工法

コンクリート床版

コンクリート床版

コンクリート床版

コンクリート床版 コンクリート床版

破損の進行
付着切れ
床版の土砂化
鉄筋のサビ

浸透性に優れる防水プライマー
雨水の浸透ルートを塞ぐ

防水層の保護
平たん性
すべり抵抗性

端部防水の保護
耐候性
耐水性

雨水の浸透

CAMシールNEOプラス

打設初期の乾燥収縮、供用中のひび割れ
モルタル分の摩耗損失
骨材抜け
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浸透防水型プライマー
シビルスターR

薄層表面処理材
CAMシールNEO

CAMシールNEOプラスの構成材料

シビルスターR混合 シビルスターR塗布（0.4㎏/㎡） 
+硅砂散布（0.4㎏/㎡）

CAMシールNEO混合 CAMシールNEO塗布
（2.0～4.0㎏/㎡）

・2液混合材料
・ひび割れへの浸透充填
・常温、人力施工
・NEXCO規格合格

・As乳剤と粉体を混合
・不陸改善、機能向上
・常温、人力施工
・橋梁への負荷少
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CAMシールNEOプラス 施工フロー p.10

清掃 断面修復
浸透防水型プライマー
（シビルスターR）塗布

珪砂散布

薄層表面処理材
（CAMシールNEO）塗布 完了
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キメ深さ1.6mm キメ深さ0.98mm

➢ CAMシールNEO 2.5 kg/m2
➢ シビルスターR 0.4 L/m2

➢ 5号珪砂 0.4 kg/m2

キメ深さ0.55mm

浸透防水工 薄層表面処理工

CAMシールNEOプラスによる路面機能の改善効果（不陸調整効果・すべり抵抗性）

延長方向BPN 50 延長方向BPN 65

不陸調整効果の例

すべり抵抗性
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CAMシールNEOプラスの防水性能

薄層表面処理のみの断面
【漏水】

CAMシールNEOプラスの断面
【漏水なし】

水圧：0.5MPa
加圧試験時間：24時間

蛍光液による漏水の目視評価

キメ深さ 2.02mm

道路橋床版防水便覧、構造物施工管理要領グレードⅡ性能照査試験など
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CAMシールNEOプラスの接着性能

➢ -30℃～50℃の温度条件において、道路橋床版防水の引張強度基準を満足
➢ 長期供用による荒れた路面を模した切削コンクリート板においても大きな強度低下は認められない

※破断形態
  23、 50℃ ：CAM(一部プライマー)凝集破壊
-10、-30℃ ：コンクリート板破壊

23℃平板
CAM凝集破壊

-30℃切削板
コンクリート板破壊
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管理する道路橋 446橋（令和6年3月）
    内、15m未満  337橋（76％）

築50年以上  186橋（42%）

維持管理費の増大、技術者不足

官学共同プロジェクト
『道路橋管理の高度化に関する研究

島根プロジェクト』

施工事例 島根県奥出雲町

CAMシールNEOプラス

紹介

管理道路橋のうち、
山ノ神橋を選定

1974年架橋（築後47年）

2020年度 橋梁点検調査の結果

健全度判定区分Ⅲ（早期措置段階）

p.16

出典：道路 2019年3月 pp.30-34



施工事例 島根県奥出雲町

除雪等による路面の荒れ

界面が2箇所できるためひび割れに
浸透防水材が浸透しない

界面1箇所でひび割れに
浸透防水材が浸透

試験項目 単位 結果 試験方法 基準値 規格

圧縮強さ N/mm2 39.5
JIS R 5201

35N/mm2以上
繊維補修補強協会技術基準値
断面修復剤基準値参照

最大ひずみ % 3.4 ー ー道路橋コンクリート床版
水の浸入による劣化速度100~300倍に早まる

⇒防水性の付与、向上が重要
ひび割れ含浸後の曲げ強度（NEXCO試験法426)

 2.2N/mm2   (規格2.0N/mm2以上)

きめ深さ
最大3.0mm

p.17

1974年架橋（築後47年）
2020年度 橋梁点検調査の結果
健全度判定区分Ⅲ（早期措置段階）

浸透防水モルタルによる断面修復
5号珪砂とシビルスターR，重量比 ４:１で混合

【通常の断面修復】

【浸透防水モルタルによる断面修復】



施工事例 島根県奥出雲町

供用1年後

1974年架橋（築後48年）

2020年度 橋梁点検調査 2021年3月

健全度判定区分Ⅲ（早期措置段階） ⇒ 区分Ⅰ

透気係数
4.3×10-7 

透気係数
3.8×10-7 

第34回日本道路会議で報告
鳥取県、島根の近隣自治体から奥出雲町へ問合せが来ている

【奥出雲町】一定のご評価をいただいており、今後も発注検討
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施工事例 九州地方

鹿児島県内での事例
路面機能低下に対する工法提案
施工規模：W4.5m×L31m≒140㎡

p.19

施工後 施工6ヶ月後

施工前
（断面修復済み）

性能値 施工前 施工後

きめ深さ（mm） 2.0 1.0

透気係数（cm/s） 10-5レベル 10-7レベル



施工事例 九州地方

熊本県内での事例
橋梁への負荷軽減工法として提案
施工規模：W4.5m×L31m≒140㎡

p.20

施工後 施工7ヶ月後

施工前



小規模橋梁へ適用可能な、橋面コンクリート舗装への予防保全型のメンテナンス技術として
浸透防水型薄層表面処理工法（CAMシールNEOプラス）を紹介させていただきました。

• 橋面コンクリート舗装の防水性を高める

⇒寿命の延命化、床版保護

• 薄層表面処理による舗装機能（走行性・歩行性の快適さ）の改善

⇒すべり抵抗・きめの改善

• 大型重機や切削を必要としない

⇒騒音・振動の発生しない維持工法（橋梁への振動負荷を与えない）

• 即日交通開放が可能

⇒打換工法と比較し工期縮減

• 環境にやさしい工法

⇒常温施工・廃材が発生しない

おわりに p.21



もし、アスファルト舗装を計画する場合は・・・ p.22

コンクリート床版
切削面

コンクリート床版

塗膜防水タフシール

防水材

コンクリート床版

アスファルト舗装

既設
コンクリート舗装

コンクリート床版

既設
アスファルト舗装

コンクリート床版

コンクリート床版

CAMシールNEO

シビルスターR

浸透防水型プライマー ＋ 塗膜防水
（タフシールプラス）

薄層表面処理（CAMシールNEO）

コンクリート床版自体の強化機能と防水性能の向上アスファルト舗装表面の機能改善



CAMシールNEOプラス
（浸透防水型薄層表面処理工法）

コンクリート舗装が施された橋梁に

ご清聴ありがとうございました
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